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 要 旨   
目的： 
喫煙とアルコール摂取は頭頚部がんのリスクを増加させるが、量的にリスクをモデル化

してがんに特定したリスクの評価はされていない。 
方法： 
われわれは 15 にケースコントロール研究を蓄積し、総暴露（年間の喫煙量と飲酒量）に

よってリスクを評価し、暴露比（一日の喫煙量と飲酒量）によって修正し、過剰オッズ比

（EOR）をモデル化した。 
結果： 
喫煙の分析は 1,761 人の喉頭がん 2,453 人の咽頭がん 1,990 人の口腔がんを含んでいた。

飲酒の分析は 2,551 人の喉頭がん 3,693 人の咽頭がん 3,116 人の口腔がんを含んでいた。コ

ントロールは 8,000 人以上であった。15 本以上/日では、EOR/箱-年は本数/日の増加ととも

に減少していた。短期間の喫煙歴で本数/日が多い方が、長期間の継続で本数/日が少ないよ

り有害ではないことを示唆した。EOR/箱-年の推定は、3 つのがんで似ていた。一方、本数

/日の影響はさまざまであり、より大きな喉頭がんのリスクは本数/日や箱数/年の影響とは異

なるものに由来していることを示唆した。EOR/飲酒量-年の推定は、10 杯/日を超えると増

加し、短期間の飲酒歴で杯/日の量が多い方が、長期間の飲酒歴で杯/日が少ないより有害で

あった。10 杯/日以上はデータの限界であった。EOR/飲酒量-年の推定は 3 つのがんでさま

ざまであったが、杯/日の影響は似ていた。アルコール摂取による、より大きな咽頭/口腔が

んのリスクは飲酒量-年や杯/日とは異なるものに由来していることを示唆した。 

 




